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冊 の 贈

O n e oft h e p r e s e n t e d b o o k

金沢大学医学部耳鼻咽喉科学教室

古 川 傍

683

西暦2 00 0 年まで あと 3 年に迫り
, 医学の 世界で は来る

21 世紀は脳の 時代, ある い は感覚器の 時代とも言われ て

います.
こ の こ とは

, 最近の テ レ ビの特集番組や時間待

ちで立ち寄る駅の構内, 飛行場の本屋 の書籍類か らも実

感すると こ ろ で す. 私の専門である耳鼻咽喉科学は ,

一

口で 言うと感覚医学と頭頚部外科学に集約で きますが
,

私の教室で は感覚器の中でも特に喚覚の研究が歴代教授

によ っ て継続され てきた経緯から
, 硯在で も積極的に押

し進められ て い ます . 私が所属する日本昧と匂学会も昨

年で創立30 周年を迎えましたが , 昨年末大変光栄にも
,

この 会の創始者の
一

人で
, 現 在名誉会員で もある高木貞

敬群馬大学名誉教授から出版間もな い著書｢脳を育て る｣

(岩波書店) を拝受する ことが で きま した . 先生 は神経生

理学の大家で特 に嗅覚面に お い て は著書も多く, わ が国

が世界に誇る基準嘆覚検査 ｢ T & T ｣ の 生 み の 観で もあ

りますが
,
こ の書 で は

, 人の 脳の 働きは神経細胞どうし

のネッ ト ワ ー

ク の 多さ , 強さ で 決まり
,
そ の 神経細胞は

一

日平均10 万個ず つ 減 っ て
, 脳の 働きは衰える-

一

方 , 刺

激によ っ て新し い ネ ッ ト ワ ー

ク が つ くられる ことな ど紹

介して あります. 興味あると こ ろ は脳の働きを高め る た

め に何をなす べ きか の 提案で あります . 老後の ボケを恐

れる人は
,
是肺

一

読され て は どうか . 忙 しく て読めな い

人の ため に項目だけ を紹介しますが
, 項 目だけ で はボケ

防止には ならな い こ とを申し添えます. まず脳の働きを

よくする方法は , ①問題 に 直面し て逃げな い
, ② よ い 書

物を読む
,
(卦情報を選択して取り 入れ る , 埴)未知の 分野

に目を向ける
,
(萱) い い 友人を持 つ

, 序)特抜や趣味をも つ
,

⑦自分の 意見を止確に相手に伝え る
,
(
､む多く

の 人と話し

あう
,
(針歴史を学ぶ .

つ い で に脳 の 働きを悪くするもの

として
, ①テ レ ビの 悪影響, ②責任の 回避

, 転嫁 , ③不

平ばかりを言う, 他人 の批判ばかりする
, ④悲観 ･ あき

らめ ･ 絶望
, ⑤ こ の 年で はもう遅 い と思う こと

,
が掲げ

てあります .

古 い 話 に なりますが
, 私が学生時代を結構楽しん だ部

類であります ･ 御当地ソ ン グ の ｢ ♪ ♪謡 ( り 夕) が ふ る
ふ る加賀宝生の ～

｣ にもあるよう に
,
学生時代を金沢で

暮らすこと に な っ た私 に対し て知人
, 親戚 の餞は , ｢ 金

沢と いうと こ ろ は街中から謡曲が聴こえ
, 学校の小使 い

さんま で謡う土地柄だから
, 謡曲ぐら い謡えるように な

っ て帰 っ て こ い｣ と いうもの で した . こ の 言葉が頭から

離れなか っ た私は入学式後の オリ エ ン テ ー

シ ョ ン で即,

能楽部に入部し, それ以来卒業まで の 6 年間, 学生本文

そ こそ こ に能楽堂通 い を続けました. 詰め襟と金ボ タ ン

の 学生報姿で 見台 ( ケ ン ダイ) に向か っ て 正座する自分

の 姿が週刊誌 ｢朝日 ジ ャ ー ナ ル｣ で 全面の写真入りで掲

載されたり, 全国宝生涜学生能栄達盟の 会長を つ とめた

ことな ど
, 学生時代イ コ ー ル 能楽三昧の生活で得られた

こ とは
, 多少なりとも日本の 古典芸能に直接触れ る こと

が できた満足感と ,
い い 友人 に巡り会えたこ とに つ きま

す ･ 人 はみ な
, 考え方や者の 見方

, 好き嫌 い がちが っ て

い る から
, 友人をもつ こ と で 自分の知らな い 世界を見せ

られ たり, 自分の持 っ て い る未開発の部分に光をあてら

れ たりして
, 思 い がけな い自分の能力が引き出されたり

,

高め られたりす る ことが可能となります. つ まり
,
先の

高木流に言えば, い い 友人が脳の 働きを高める こと にな

る の だと思 い ます.

一

方昔から ｢芸 は身を助く｣ と言われます . 本職以外

に
一

芸 に秀 で た者は
,
思 わぬ と こ ろ で それが役に立 つ こ

とを意味した諺で すが
,
私の ような素人 で もそれに近 い

恩恵に浴した ことは幾度か経験 しました . 何か-｢
一

つ 特技

か趣味を育て て いく ことは
,
こ れも高木流 に言えば

,
そ

れ に関係した ニ ュ ー ロ ン の 連絡網が成長し, 本職 のそれ

と
, 脳の 中で 相互 に協力し関連しあ い

, 脳の 活動を全体

と して 高め る こ とになると思わ れます.
い づ れ に して も

,

私 に と っ て 師匠の渡辺容之肋先生 を介して の 幅広 い 人間

交流が自分の 人間形成にかけがえの な い もの で あ っ た こ

とだけは疑 いありません . 師と は習 い事 に よく言われ る

堅苦しく
, 厳 し い 師弟関係で は なく

, 実の 兄貴分の よう

な付き合い をさせ て い ただきま したが
, 当時は学生 の特

権であたりまえの ように思 っ て い た こ とが
,
い か に 図 々

し い 浅はか な考えであ っ たか , 今思 い出すと赤面する次

第です.


